
↑ 共鑰山の本宮拝殿跡地へ整備された道を進む宮司と総代たち 
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（1）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ３１ 号 

第３１号 

約１００年ぶりに共鑰山にて本宮祭を斎行 
当社では毎年４月下旬、共鑰山の足一騰宮にお鎮ま

りになる比咩大神（玉依姫命）の大祭「本宮祭」を斎行

しております。かつてこの神事は昭和初期まで共鑰山

の中腹にあった拝殿において執り行っていましたが、

建物の老朽化に伴い止む無く解体。現在は本社の祓所

に祭壇を設けて執り行っています。 

近年、共鑰山へ詣でる人が増え、参拝者が安心してお

参りいただけるよう、昨年秋に参道の一部（入口から

拝殿跡地前まで）を鉱砕バラスで敷き固める舗装工事

を実施しました。そこで本年は約１００年ぶりに整備

された拝殿跡地に祭場を戻して行うこととし、祭典当

日は宮司を先頭に総代や一般参列者と共に本社より列

をなして祭場へと進み、小鳥たちのさえずりや木々の

こすれる音の中、厳粛な祭典が斎行されました。 

「
元
宮
」
か
ら
「
本
宮
」へ
呼
称
を
統
一 

 

現
在
、
共
鑰
山
の
磐
座
で
あ
る
足
一
騰
宮
を
「
元
宮
」
と
呼

称
し
、
祭
典
も
「
元
宮
祭
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
当
社
の

古
い
文
献
や
史
料
を
紐
解
く
と
「
本
宮
」
「
奥
宮
」
「
元
宮
」

と
時
代
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
。
特
に
「
元
宮
」
の
表
記
は
戦
後

か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
「
本
宮
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
散
見
さ
れ
ま
す
。 

そ
も
そ
も
「
元
宮
」
と
は
〝
か
つ
て
そ
こ
に
あ
っ
た
社
〟
と

い
う
意
味
合
い
と
し
て
広
く
使
わ
れ
ま
す
。
当
社
で
は
創
祀
以

来
、
磐
座
に
比
咩
大
神
を
祀
り
、
山
裾
の
社
殿
に
は
比
咩
大
神

を
始
め
、
三
柱
の
神
々
を
奉
斎
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
よ
り
、
本
年
よ
り
磐
座
の
呼
称
を
「本
宮
」に
統

一
。
ま
た
現
社
殿
に
つ
い
て
も
過
去
の
文
献
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
今
後
は
「
本
社
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。 

 

 



 

当
社
で
は
ご
参
拝
の
皆
様
に
清
々

し
く
、
そ
し
て
安
全
に
ご
参
拝
い
た

だ
く
た
め
、
社
殿
の
修
繕
や
境
内
の

環
境
整
備
活
動
を
、
総
代
氏
子
一
丸

と
な
っ
て
懸
命
に
努
め
て
お
り
ま

す
。 本

年
度
は
近
年
、
参
拝
者
が
増
加

す
る
本
宮
へ
の
参
道
を
整
備
す
る
た

め
、
昨
年
秋
に
実
施
し
た
第
一
期
工

事
に
続
い
て
、
そ
の
続
き
と
な
る
拝

殿
跡
地
か
ら
本
宮
ま
で
の
間
に
、
新

た
に
緩
や
か
な
参
道
を
造
成
す
る
第

二
期
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
、
工
事
が
着
々
に
執
り
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
事
業
に
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
奉
賛

を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
の
内
容
で

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
社

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

↓
 

平
成
２
７
年
斎
行
の
１
２
５
０
年
祭
。
社
殿
の
大
修
理
を
実
施
。 

↓

本
宮
足
一
騰
宮
に
向
か
っ
て
祝
詞
を
奏
上
す
る
宮
司 

↑
 

本
宮
へ
登
る
階
段
は
１
５
年
前
に
氏
子
で
あ
る
故
小
野
久
夫
氏
に
よ
る
手
作
り
。 

今
回
の
工
事
で
は
現
状
の
も
の
を
活
か
し
な
が
ら
登
り
や
す
い
も
の
に
作
り
替 

え
、
横
に
は
新
た
に
丈
夫
な
手
す
り
が
付
け
ら
れ
る
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神は人の敬ひによって威を増し、人は神の徳によって運を添ふ              （2） 

天平神護元年（７６５）創建 
今秋、１２６０年祭を斎行します 

             榊葉に心をかけん 木綿垂でて 思へば神も仏なりけり    西行法師           （２）  

本年、令和７年は全国八幡社の総本宮宇佐神宮が今の地（亀山）に一之御

殿が創建されてより 1300 年を迎えます。その宇佐神宮と縁の深い当社に於

いても、奈良時代の天平神護元年（765）、宇佐宮の八幡神が勅使石川朝臣豊

成に対し、社殿創建の御神託を下されてより今年で 1260 年目を迎えます。 

当社では節目ごとに式年祭を斎行しており、今年の秋季大祭（例祭）は千

二百六十年祭として執り行うことが先般の総代会にて了承されました。 

内容につきましては今後の総代会にて協議し、その都度皆様へお知らせした

いと存じます。       祭典日･･･令和７年１０月２５・２６日 

 

 

本宮足一騰宮へ詣でる 

参道新設工事実施中 

《募金方法》 ※銀行振込もしくは現金書留でご納金願います。 

◎銀行振込… ゆうちょ銀行  

記号１７２５０ 番号１２６０２９８１  

口座名義 妻垣神社（ツマガケジンジャ） 

 ◎現金書留送付先… 下記の住所まで送付ください 

〒872-0506 大分県宇佐市安心院町妻垣 330 番地の 1  

妻垣神社社務所 （☎0978-44-2519） 

↓
 

現
在
の
工
事
の
様
子 

新
た
な
参
道
は
現
参
道
の
左
側
に
。
横
幅
も
広
く
な
る
。 



↑
 

学
館
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
珠
算
の
教
科
書 

↑

学
館
に
て
お
こ
な
わ
れ
た
出
征
を
題
材
に
し
た
演
劇
や
弁
論
大
会
の
写
真 

                            

                            

    

 

  

                

    

                

 

         

                          

                          

（3）            令和７年（2025）は社殿を創建して１２６０年の節目の年を迎えます。 

一隅を照らす 此れ則ち国宝なり 

「山家学生式」伝教大師最澄 撰 

私学「騰宮学館」は大正 2年に若き神職林正木によって妻垣神社境内に創設された中等教育校である。戦後の

学制改革までの 30数年間、1200 名の学生を世に輩出した。今回は元西日本工業大学沢井正美教授の論文「騰

宮学館の成立と展開」の卒業生数名のインタビュー記事をもとに当時の授業内容を紹介する。 

上
鶴 

 

林 
(

昭
和
６
年
卒) 

 

 

学
館
に
は
広
い
運
動
場
が
あ
り
、
毎
年
、
山
中

部
五
ヶ
村
の
小
学
校
対
抗
体
育
祭
が
開
か
れ
、

他
に
テ
ニ
ス
の
試
合
な
ど
が
あ
っ
て
（
学
館
の

学
生
は
）
村
童
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
っ
た
。 

入
学
後
は
幸
い
常
直
と
し
て
学
館
に
住
み
込

む
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
自
炊
し
た
。
お
陰
で
学

費
も
要
ら
な
か
っ
た
。 

学
科
の
内
容
は
当
然
中
等
学
校
に
相
当
す
る

も
の
だ
っ
た
が
、
音
楽
は
教
員
の
資
格
と
る
た

め
に
教
則
本
な
ど
色
々
と
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
。

学
館
に
は
オ
ル
ガ
ン
が
一
台
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
夜
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
で
練
習
し
た
も

の
だ
。
教
育
学
や
学
校
管
理
等
の
科
目
は
検
定

試
験
前
だ
け
で
あ
り
、
教
育
実
習
は
安
心
院
や

館
長
の
出
身
校
の
龍
王
小
学
校
に
行
っ
た
。 

当
時
は
成
績
が
良
け
れ
ば
一
年(

１
５
歳)

で

尋
常
小
学
校
准
教
員
の
資
格
が
取
れ
、
二
年(

１

６
歳)

で
正
教
員
の
資
格
が
取
れ
て
い
た
。
音
楽

専
科
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
尚
一
年
在
籍

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

特集 人みな神の御子の思想のもと、多くの若者が学んだ     NO.4 

       騰宮学館 誕生１１０年 

佐
藤 

孝
好 

(

昭
和
１
２
年
卒) 
 

授
業
科
目
に
は
国
語
、
作
文
、
漢
文
、
代
数
、

幾
何
、
博
物
、
物
理
、
化
学
、
音
楽
、
図
工
、
体

育
等
が
あ
り
、
何
故
か
英
語
は
な
か
っ
た
。 

こ
の
学
校
に
は
卒
業
し
て
教
員
を
目
指
す
者

と
、
神
職
を
目
指
す
者
と
が
入
学
し
て
い
た
の

で
、
国
語
で
は
神
皇
正
統
記
や
漢
文
に
力
が
注

が
れ
、
教
員
を
目
指
す
者
に
は
心
理
学
な
ど
が

講
義
さ
れ
て
い
た
。 

神
職
は
こ
の
学
校
を
卒
業
す
る
と
５
円
（
※
）

収
め
れ
ば
二
等
神
職
、
１
０
円
収
め
れ
ば
一
等

神
職
の
資
格
が
も
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
学
館
長
の

紹
介
で
各
地
の
神
社
に
見
習
い
と
し
て
務
め
、

研
修
を
受
け
て
宮
司
に
な
っ
て
い
っ
た
。
教
員

の
方
は
卒
業
後
に
３
ヶ
月
の
教
育
実
習
が
あ
り 

 

飯
田 

克
巳 

(

昭
和
１
８
年
卒) 

 

学
校
の
授
業
は
教
職
員
の
勤
務
の
都
合
か

ら
日
曜
日
に
も
行
わ
れ
、
他
の
学
校
と
違
っ

て
月
曜
日
が
休
み
で
あ
っ
た
。
一
年
の
時
の

地
理
や
歴
史
は
二
年
の
教
員
専
攻
の
生
徒
が

高
等
小
学
校
の
教
科
書
を
使
い
教
え
て
く
れ

た
が
、
そ
の
他
は
小
学
校
原
職
の
校
長
か
主

席
訓
導(

教
頭)

、
ま
た
は
三
席
で
あ
っ
た
。 

入
学
試
験
は
無
か
っ
た
し
、
勉
学
を
希
望

す
る
者
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
誰
で
も
入
学

を
許
可
し
て
い
た
。
時
に
は
県
と
再
三
交
渉

し
、
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
に
も
教
員
の
資

格
を
与
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
が
、
勉
学
を

怠
り
、
成
績
が
悪
け
れ
ば
即
時
退
学
で
あ
っ

た
。 

 

糸
永 

松
喜 

(

昭
和
１
７
年
卒) 

 

一
学
年
の
生
徒
の
数
は
３
５
人
。
当
時
の

中
等
学
校
と
し
て
は
少
数
精
鋭
の
、
し
か
も

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
教
師
の
目
が
良
く
行

き
届
く
学
校
で
あ
っ
た
。 

「
学
館
を
出
た
者
に
悪
い
の
は
い
な
い
」

と
い
う
の
が
、
こ
の
学
館
に
対
す
る
地
域
の

人
々
の
評
価
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
が
生

徒
達
の
誇
り
で
も
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
検
定
試
験
を
受
け
、
合
格
す
れ
ば
小
学

校
の
教
員
に
な
れ
た
。
中
に
は
卒
業
後
に
師
範

学
校
に
進
学
し
教
員
を
目
指
す
者
も
い
た
。 

 
 

 
 

※
１
円
を
現
在
の
レ
ー
ト
で
換
算
す
る
と
約
１
万
円 

 



風
鈴
ま
つ
り  

-

短
冊
に
願
い
ご
と
を
託
し
て-   

 

    
  

期
間
：
６
月
～
９
月
上
旬
ま
で

半年に感謝し、半年を祈る 

夏越大祓
な ご し お お は ら え

祈願祭    

６月２９日（日）午後３時 30分より 
雨天時でもおこないます 

③
潮
掻

し

お

か

き

神
事 

 
 

当
日
の
早
朝
、
神
職
が
海
岸
で
汲
ん
で 

き
た
潮
水
で
心
身
共
に
浄
め
ま
す 

①人形
ひ と が た

流し  

半年間、健康に過ごせたことに感謝し、自身の

代わりに「ヒトガタ」を共鑰山の御神水で浄めま

す 

茅
の
輪
御
守 

 

無
病
息
災
・
延
命
長
寿
を
祈
っ
て 

奉
製
し
た
期
間
限
定
の
御
守
で
す
。 

一
体 

５
０
０
円 

願い短冊２００円（材料費、防水加工済み） 

 

先
々
号
で
大
雨
に
よ
る
災
害
対
策
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
宇
佐
市
が
三
か
年
を

か
け
て
排
水
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
工
事
を
実
施
す
る
神
社
前
の
参
道
は
宇
佐

市
道
参
宮
線
の
た
め
、
市
が
担
う
こ
と
と
な
っ

た
次
第
で
す
。 

昨
年
度
は
三
之
鳥
居
前
か
ら
神
社
の
倉
庫
ま

で
の
間
が
整
備
さ
れ
、
今
年
度
は
そ
の
続
き
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                

      

  

  

  

         

 

            

  

           

  

             

 

                         

                          

                         

 

（4）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ３１ 号 

②
茅 ち

の
輪 わ

く
ぐ
り 

 

半
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
ま
す 

茅
の
輪
は
７
月
中
旬
ま
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

大雨による災害対策として 

市道参宮線排水工事 はじまる 


